
フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学　長
ﾀｶﾉ　ｶﾂﾐ

髙野　克己
＜平成25年7月＞

65 農学博士 1,586
東京農業大学学長

（平成25年7月～平成33年3月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅰ※ 1前 0.2 1

生体機能化学Ⅱ※ 1後 0.2 1

応用微生物学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅰ※ 1前 0.1 1

環境科学※ 1前 0.2 1

生体機能化学Ⅱ※ 1後 0.1 1

植物生産化学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅰ※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅱ※ 1後 0.1 1

食料資源理化学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

食料資源理化学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅰ※ 1前 0.2 1

環境科学※ 1前 0.4 1

生体機能化学Ⅱ※ 1後 0.7 1

植物生産化学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

（応用生物科学研究科　農芸化学専攻　博士前期課程）

教 員 の 氏 名 等

配当
年次

職位
現　職

（就任年月）
調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平28.4）

1

４日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平29.4）

509農学博士68
ｵｵﾔﾏ　ﾀｸｼﾞ
大山　卓爾

＜平成32年4月＞
教授専2

902農学博士62
ｲｷﾞﾐ　ｼｽﾞﾉﾌﾞ
五十君　静信

＜平成32年4月＞
教授専

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平26.4）

708
博士

（農芸化学）
45

ﾂｼﾞｲ　ﾖｼﾏｻ
辻井　良政

＜平成32年4月＞
教授専3

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平19.4）

760
博士

（農芸化学）
48

ﾉｸﾞﾁ　ﾄﾓﾋﾛ
野口　智弘

＜平成32年4月＞
教授専4

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平13.4）

824
博士

（農学）
52

ﾋｸﾞﾁ　ｷｮｳｺ
樋口　恭子

＜平成32年4月＞
教授専5
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

配当
年次

職位
現　職

（就任年月）
調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅰ※ 1前 0.2 1

環境科学※ 1前 0.6 1

生体機能化学Ⅱ※ 1後 0.2 1

土壌肥料学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.5 1

プレゼンテーション法※ 1前 0.2 1

生体機能化学Ⅰ※ 1前 0.7 1

環境科学※ 1前 0.4 1

生体機能化学Ⅱ※ 1後 0.2 1

生物有機化学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅰ※ 1前 0.2 1

生体機能化学Ⅱ※ 1後 0.2 1

遺伝子工学※ 1後 0.8 1

栄養・生化学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅰ※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅱ※ 1後 0.1 1

遺伝子工学※ 1後 0.6 1

栄養・生化学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

遺伝子工学※ 1後 0.6 1

応用微生物学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

11 専 准教授
ｶﾄｳ　ﾀｸ
加藤　拓

＜平成32年4月＞
44

博士
（農学）

648 環境科学※ 1前 0.4 1

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
准教授

（平27.4）

５日

生体機能化学Ⅰ※ 1前 0.1 1

生体機能化学Ⅱ※ 1後 0.1 1

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
准教授

（平12.4）

５日12 専 准教授
ｽｴ　ﾏｻﾕｷ

須恵　雅之
＜平成32年4月＞

47
博士

（農学）
704

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平1.4）

902農学博士63
ﾏｴﾀﾞ　ﾖｼﾕｷ
前田　良之

＜平成32年4月＞
教授専6

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平26.4）

810
博士

（農学）
52

ﾏﾂｼﾏ　ﾖｼﾀｶ
松島　芳隆

＜平成32年4月＞
教授専7

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平12.4）

838
博士

（農芸化学）
54

ﾔﾏﾓﾄ　ﾕｳｼﾞ
山本　祐司

＜平成32年4月＞
教授専8

704
博士

（薬学）
48

ｲﾉｳｴ　ｼﾞｭﾝ
井上　順

＜平成32年4月＞
准教授専9 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平30.4）

10 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
准教授

（平24.9）

621
博士

（獣医学）
42

ｶｼﾞｶﾜ　ｱｷﾉﾌﾞ
梶川　揚申

＜平成32年4月＞
准教授専
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

配当
年次

職位
現　職

（就任年月）
調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

応用微生物学特論 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

農芸化学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

14 兼担 教授
ｶﾐｵｶ　ﾋﾛﾊﾙ
上岡　洋晴

＜平成32年4月＞
50

博士
（身体教育

学）
810 研究倫理※ 1前 0.4 1

東京農業大学大学院
農学研究科

環境共生学専攻
教授

（平17.4）

―

15 兼担 教授
ﾄﾐｻﾞﾜ　ﾓﾄﾋﾛ
冨澤　元博

＜平成32年4月＞
54

博士
（農芸化学）

838 研究倫理※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平25.4）

―

16 兼担 教授
ﾅｶｴ　ﾀﾞｲ
中江　大

＜平成32年4月＞
62 医学博士 902 研究倫理※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平27.4）

―

17 兼任 講師
ﾋﾗｵ　ﾀｶﾕｷ
平尾　隆行

＜平成32年4月＞
68 理学士 13 プレゼンテーション法※ 1前 1.8 1

人材創研
代表・

人材開発ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
（平22.4）

―

18 兼任 講師
ﾍﾞﾘｰ　ﾏｯｹﾝｼﾞｰ

ベリー　マッケンジー
＜平成32年4月＞

67

Columbia
University,

Tokyo
（MA）

16 論文英語 1前 2.0 1

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
非常勤講師
（平20.4）

―

19 兼任 講師
ﾖｼﾅｶﾞ　ﾀｶﾋﾛ
吉永　貴大

＜平成32年4月＞
49

博士
（国際バイオ
ビジネス学）

12 知的財産管理法 1前 2.0 1
吉永国際特許事務所

所長
（平19.4）

―

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

684
博士

（農学）
48

ﾖｺﾀ　ｹﾝｼﾞ
横田　健治

＜平成32年4月＞
准教授専13 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平14.4）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

醸造学概論※ 1前 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

醸造微生物学特論Ⅰ 1前 2.0 1

醸造微生物学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

醸造学概論※ 1前 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

微生物工学特論Ⅰ 1前 2.0 1

微生物工学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.2 1

醸造学概論※ 1前 0.4 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

醸造環境科学特論Ⅰ 1前 2.0 1

醸造環境科学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

醸造学概論※ 1前 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

酒類生産科学特論Ⅰ 1前 2.0 1

酒類生産科学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.6 1

醸造学概論※ 1前 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

調味食品科学特論Ⅰ 1前 2.0 1

調味食品科学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

５日

760

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平4.4）

５日

５日

５日

職位

3 専 教授
ﾌｼﾞﾓﾄ　ﾅｵｼ
藤本　尚志

＜平成32年4月＞
51

博士
（工学）

824 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（平9.4）

現　職
（就任年月）

教授
ﾏｴﾊｼ　ｹﾝｼﾞ
前橋　健二

＜平成32年4月＞
50

1 専 教授
ｶﾄﾞｸﾗ　ﾄｼﾓﾘ
門倉　利守

＜平成32年4月＞
55

博士
（醸造学）

5 専

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

（応用生物科学研究科　醸造学専攻　博士前期課程）

教 員 の 氏 名 等

担当授業科目の名称
専任
等

区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

配 当
年 次

調書
番号

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

専 教授4

55

895

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（昭61.4）

博士
（農芸化学）

2 専 教授
ﾄｸﾀﾞ　ﾋﾛﾊﾙ
徳田　宏晴

＜平成32年4月＞

ﾎｻｶ　ﾏｻﾙ
穂坂　賢

＜平成32年4月＞
61

博士
（生物産業

学）

777

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（平12.4）

博士
（生物工学）

838

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（平4.4）

4



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現　職
（就任年月）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

担当授業科目の名称
専任
等

区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

配 当
年 次

調書
番号

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

醸造学概論※ 1前 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

発酵食品化学特論Ⅰ 1前 2.0 1

発酵食品化学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

応用微生物学特講※ 1後 0.7 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

醸造環境科学特論Ⅰ 1前 2.0 1

醸造環境科学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

応用微生物学特講※ 1後 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

醸造学概論※ 1前 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

酒類生産科学特論Ⅰ 1前 2.0 1

酒類生産科学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

応用微生物学特講※ 1後 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

酒類生産科学特論Ⅰ 1前 2.0 1

酒類生産科学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

607

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平24.4）

５日42
博士

（農学）

9 専 准教授
ｼﾝﾄﾞｳ　ﾋﾄｼ
進藤　斉

＜平成32年4月＞
52

博士
（醸造学）

738

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平6.4）

５日

専 准教授
ｶｽﾞｵｶ　ﾀｶﾕｷ
数岡　孝幸

＜平成32年4月＞
44

博士
（工学）

博士
（農芸化学）

7 専 准教授
ｵｵﾆｼ　ｱｷﾋﾛ
大西　章博

＜平成32年4月＞
43

博士
（生物環境調

節学）

704

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平15.4）

５日6 専 准教授
ｲｼｶﾜ　ﾓﾘｵ
石川　森夫

＜平成32年4月＞
48

661

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平17.4）

５日

8 661

東京農業大学
応用生物科学部

醸造科学科
准教授

（平19.4）

５日

10 専 准教授
ﾄｸｵｶ　ﾏｻﾌﾐ
徳岡　昌文

＜平成32年4月＞

5



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現　職
（就任年月）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

担当授業科目の名称
専任
等

区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

配 当
年 次

調書
番号

インターンシップ 2前 2.0 1

応用微生物学特講※ 1後 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

醸造微生物学特論Ⅰ 1前 2.0 1

醸造微生物学特論Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

醸造学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

醸造学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

応用微生物学特講※ 1後 0.5 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

応用微生物学特講※ 1後 0.2 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

14 兼担 教授
ｶﾐｵｶ　ﾋﾛﾊﾙ
上岡　洋晴

＜平成32年4月＞
50

博士
（身体教育

学）
810 研究倫理※ 1前 0.4 1

東京農業大学大学院
農学研究科

環境共生学専攻
教授

（平17.4）

―

15 兼担 教授
ﾄﾐｻﾞﾜ　ﾓﾄﾋﾛ
冨澤　元博

＜平成32年4月＞
54

博士
（農芸化学）

838 研究倫理※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平25.4）

―

16 兼担 教授
ﾅｶｴ　ﾀﾞｲ
中江　大

＜平成32年4月＞
62 医学博士 902 研究倫理※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平27.4）

―

17 兼任 講師
ﾖｼﾅｶﾞ　ﾀｶﾋﾛ
吉永　貴大

＜平成32年4月＞
49

博士
（国際バイオ
ビジネス学）

12 知的財産管理法 1前 2.0 1
吉永国際特許事務所

所長
（平19.4）

―

助教専12

５日

東京農業大学
応用生物科学部

醸造科学科
助教

（平19.4）

564
博士

（農学）
41

ﾎﾝﾏ　ﾋﾛﾄ
本間　裕人

＜平成32年4月＞
助教専13

５日

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

助教
（平28.4）

547
博士

（理学）
39

ｽｽﾞｷ　ﾄｼﾋﾛ
鈴木　敏弘

＜平成32年4月＞

ﾅｶﾔﾏ　ｼｭﾝｲﾁ
中山　俊一

＜平成32年4月＞
41

博士
（農学）

635

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平20.4）

５日11 専 准教授

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

6



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
研究倫理※ 1前 0.1 1
フードバイオケミストリー※ 1後 0.4 1
食品安全科学特論※ 1前 0.2 1
食品開発学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
研究倫理※ 1前 0.1 1
フードバイオケミストリー※ 1後 0.6 1
食品機能科学特論※ 1前 0.4 1
生理活性物質学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
研究倫理※ 1前 0.1 1
フードモレキュラーバイオロジー※ 1後 0.5 1
食品機能科学特論※ 1前 0.2 1
生理機能学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
研究倫理※ 1前 0.1 1
フードモレキュラーバイオロジー※ 1後 0.6 1
食品機能科学特論※ 1前 0.2 1
生体環境解析学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
研究倫理※ 1前 0.1 1
フードモレキュラーバイオロジー※ 1後 0.4 1
食品機能科学特論※ 1前 0.2 1
生理機能学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
研究倫理※ 1前 0.7 1
食品安全科学特論※ 1前 0.4 1
リスク評価学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

6 専 教授
ﾅｶｴ　ﾀﾞｲ
中江　大

＜平成32年4月＞
62 医学博士 902

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平27.4）

５日

865

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平18.4）

５日

3 専 教授 農学博士 895

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（昭63.4）

職位

1 専 教授
ｱｸｻﾞﾜ　ｻﾕﾘ

阿久澤　さゆり
＜平成32年4月＞

55
博士

（農芸化
学）

851 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平5.4）

現　職
（就任年月）

ｳｴﾊﾗ　ﾏﾘｺ
上原　万里子

＜平成32年4月＞
59

調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

（応用生物科学研究科　食品安全健康学専攻　博士前期課程）

教 員 の 氏 名 等

配当
年次

5 専 教授
ﾀｶﾊｼ　ﾉﾌﾞﾕｷ
高橋　信之

＜平成32年4月＞
51

博士
（医学）

760

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平26.4）

５日2 専 教授
ｱﾍﾞ　ﾅｵｷ

阿部　尚樹
＜平成32年4月＞

58
博士

（農学）
878

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平14.4）

５日

4 専 教授
ｵｵｲｼ　ﾕｳｲﾁ
大石　祐一

＜平成32年4月＞
57

博士
（農学）

５日

7



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現　職
（就任年月）

調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

配当
年次

インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
研究倫理※ 1前 0.1 1
フードバイオケミストリー※ 1後 0.4 1
食品安全科学特論※ 1前 0.2 1
生体分析科学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
研究倫理※ 1前 0.1 1
フードバイオケミストリー※ 1後 0.2 1
食品安全科学特論※ 1前 0.2 1
リスク評価学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
プレゼンテーション法※ 2前 0.5 1
フードバイオケミストリー※ 1後 0.2 1
生体分析科学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文講読 1前 2.0 1
プレゼンテーション法※ 2前 0.5 1
フードモレキュラーバイオロジー※ 1後 0.5 1
生体環境解析学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
プレゼンテーション法※ 2前 0.5 1
フードバイオケミストリー※ 1後 0.2 1
生理活性物質学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
オミクス※ 1前 0.4 1
プレゼンテーション法※ 2前 0.5 1
食品開発学特論 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1
食品安全健康学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

13 兼担 教授
ｶﾐｵｶ　ﾋﾛﾊﾙ
上岡　洋晴

＜平成32年4月＞
50

博士
（身体教育

学）
810 研究倫理※ 1前 0.4 1

東京農業大学大学院
農学研究科

環境共生学専攻
教授

（平17.4）

―

14 兼担 教授
ﾄﾐｻﾞﾜ　ﾓﾄﾋﾛ
冨澤　元博

＜平成32年4月＞
54

博士
（農芸化

学）
838 研究倫理※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平25.4）

―

9

専 准教授
ｲﾜﾂｷ　ｹﾝ
岩槻　健

＜平成32年4月＞
49

５日
博士

（農学）
46

ｲｲｼﾞﾏ　ﾏｽﾐ
飯嶋　益巳

＜平成32年4月＞
准教授専

博士
（農学）

713

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
准教授

（平26.4）

５日10

7 専 教授
ﾅｶﾔﾏ　ﾂﾄﾑ
中山　勉

＜平成32年4月＞
65 農学博士

8 専

４日

教授
ﾐﾔｼﾞﾏ　ｶﾂﾋﾛ
美谷島　克宏

＜平成32年4月＞
53

博士
（医学）

746

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
准教授

（平15.10）

695
博士

（薬学）
47

ｵﾉｾ　ｼﾞｭﾝｲﾁ
小野瀬　淳一

＜平成32年4月＞
准教授専

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平28.4）

575

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平30.4）

東京農業大学
応用生物科学部

准教授
（平30.4）

695

５日

11

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
准教授

（平21.10）

635
博士

（農学）
40

ﾀﾑﾗ　ﾄﾓｺ
田村　倫子

＜平成32年4月＞
准教授専12

8



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
職位

現　職
（就任年月）

調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

配当
年次

15 兼任 講師
ｶﾄｳ　ﾋｻﾉﾘ
加藤　久典

＜平成32年4月＞
58 農学博士 11 オミクス※ 1前 1.6 1

東京大学大学院
農学生命科学研究科
応用生命化学専攻

特任教授
（平29.4）

―

16 兼任 講師
ﾖｼﾅｶﾞ　ﾀｶﾋﾛ
吉永　貴大

＜平成32年4月＞
49

博士
（国際バイ
オビジネス

学）

12 知的財産管理法 1前 2.0 1
吉永国際特許事務所

所長
（平19.4）

―

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

9



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

食品栄養学特論※ 1前 0.4 1

食品生化学特論 1後 2.0 1

食品機能利用学特論※ 1後 0.4 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

食品栄養学特論※ 1前 0.4 1

調理科学特論 1後 2.0 1

食品機能利用学特論※ 1後 0.4 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

食品栄養学特論※ 1前 0.4 1

フードシステム管理学特論 1後 2.0 1

食品機能利用学特論※ 1後 0.4 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.6 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

食品栄養学特論※ 1前 0.4 1

食品生化学特論 1後 2.0 1

食品機能利用学特論※ 1後 0.4 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

1

ｽｽﾞﾉ　ﾋﾛｺ
鈴野　弘子

＜平成32年4月＞
教授専　2

博士（農学） 794

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平31.4）

５日

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平4.4）

824
博士

（農芸化学）
54

3 専　 教授
ﾀｶﾊｼ　ｺｳｻｸ
高橋　公咲

＜平成32年4月＞
52

調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

4

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

（応用生物科学研究科　食品栄養学専攻　博士前期課程）

教 員 の 氏 名 等

配当
年次

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

専　

４日

麻布大学大学院
環境保健学研究科
食品健康科学分野

教授
（平25.4）

466農学博士65
ｺﾆｼ　ﾖｼｺ

小西　良子
＜平成32年4月＞

教授専　

職位
現　職

（就任年月）

教授
ﾊｯﾄﾘ　ｶｽﾞｵ
服部　一夫

＜平成32年4月＞
49

博士
（農学）

777

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平16.4）

５日

10



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

配当
年次

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

職位
現　職

（就任年月）

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

人間栄養学特論※ 1前 0.2 1

保健栄養学特論 1後 2.0 1

栄養機能学特論※ 1後 0.7 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

人間栄養学特論※ 1前 0.8 1

臨床栄養学特論 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究倫理※ 1前 0.1 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

人間栄養学特論※ 1前 0.2 1

栄養生理学特論 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

食品栄養学特論※ 1前 0.4 1

調理科学特論 1後 2.0 1

食品機能利用学特論※ 1後 0.4 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

人間栄養学特論※ 1前 0.2 1

栄養生理学特論 1後 2.0 1

栄養機能学特論※ 1後 0.5 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

7 専　 教授
ﾏﾂｻﾞｷ　ﾋﾛｼ
松﨑　広志

＜平成32年4月＞
50

准教授専　8 45

5 専　 教授
ﾋﾀﾞ　ｱｽﾞﾐ

日田　安寿美
＜平成32年4月＞

50
博士

（医学）
760

6 専　 教授
ﾎﾝﾏ　ｶｽﾞﾋﾛ
本間　和宏

＜平成32年4月＞
61

博士
（医学）

838 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平4.4）

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平19.4）

５日

博士
（農芸化学）

621

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
准教授

（平18.10）

661
博士

（学術）

794

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平12.4）

５日

５日

博士
（生物環境調

節学）

ｲｹﾀﾞ　ﾏｻﾖ
池田　昌代

＜平成32年4月＞

准教授
ｶﾂﾏﾀ　ｼﾝｲﾁ

勝間田　真一
＜平成32年4月＞

43

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
准教授

（平18.10）

9 専　

11



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

配当
年次

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

職位
現　職

（就任年月）

インターンシップ 2前 2.0 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

人間栄養学特論※ 1前 0.2 1

保健栄養学特論 1後 2.0 1

栄養機能学特論※ 1後 0.4 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

プレゼンテーション法 2前 2.0 1

人間栄養学特論※ 1前 0.2 1

臨床栄養学特論 1後 2.0 1

栄養機能学特論※ 1後 0.4 1

食品栄養学特別演習Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別演習Ⅳ 2後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅰ 1前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅱ 1後 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅲ 2前 2.0 1

食品栄養学特別実験Ⅳ 2後 2.0 1

12 兼担 教授
ｵｶﾞﾜ　ﾋﾃﾞﾋｺ
小川　英彦

＜平成32年4月＞
51

博士
（農学）

794 フード・バイオテクノロジー※ 1後 0.6 1

東京農業大学大学院
農学研究科

バイオサイエンス専
攻

教授
（平13.4）

―

13 兼担 教授
ｶﾐｵｶ　ﾋﾛﾊﾙ
上岡　洋晴

＜平成32年4月＞
50

博士
（身体教育

学）
810 研究倫理※ 1前 0.4 1

東京農業大学大学院
農学研究科

環境共生学専攻
教授

（平17.4）

―

14 兼担 教授
ｻｶﾀ　ﾖｳｲﾁ
坂田　洋一

＜平成32年4月＞
52

博士
（農学）

838 フード・バイオテクノロジー※ 1後 1.4 1

東京農業大学大学院
農学研究科

バイオサイエンス専
攻

教授
（平7.4）

―

15 兼担 教授
ﾄﾐｻﾞﾜ　ﾓﾄﾋﾛ
冨澤　元博

＜平成32年4月＞
54

博士
（農芸化学）

838 研究倫理※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平25.4）

―

16 兼担 教授
ﾅｶｴ　ﾀﾞｲ
中江　大

＜平成32年4月＞
62 医学博士 902 研究倫理※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平27.4）

―

17 兼任 講師
ｶﾄｳ　ﾋｻﾉﾘ
加藤　久典

＜平成32年4月＞
58 農学博士 14 ニュートリゲノミクス 1前 2.0 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
非常勤講師
（平22.4）

―

18 兼任 講師
ベリー　マッケンジー

＜平成32年4月＞
67

Columbia
University,

Tokyo
（MA）

16 論文英語 1後 2.0 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
非常勤講師
（平20.4）

―

19 兼任 講師
ﾑﾗﾔﾏ　ﾋﾛｼ
村山　洋史

＜平成32年4月＞
40

博士
（保健学）

11 栄養統計学 1後 2.0 1

東京大学
高齢社会総合研究機

構
特任講師

（平27.4）

―

20 兼任 講師
ﾖｼﾅｶﾞ　ﾀｶﾋﾛ
吉永　貴大

＜平成32年4月＞
49

博士
（国際バイオ
ビジネス学）

12 知的財産管理法 1前 2.0 1
吉永国際特許事務所

所長
（平19.4）

―

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。
３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）
１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。
２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

11 専　 准教授
ﾜｶﾅ　ﾉﾘｱｷ
若菜　宣明

＜平成32年4月＞
41

博士
（栄養学）

607

10 専　 准教授
ﾀﾀﾞ　ﾕｷ

多田　由紀
＜平成32年4月＞

41
博士

（保健学）

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
准教授

（平20.10）

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
准教授

（平20.4）

607

５日

５日

12



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

インターンシップ 2前 2.0 1

論文英語作成 1後 2.0 1

応用微生物学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

論文英語作成 1後 2.0 1

食料資源理化学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

論文英語作成 1後 2.0 1

食料資源理化学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

論文英語作成 1後 2.0 1

土壌肥料学後期特論 1前 2.0 1

植物生産化学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.4 1

インターンシップ 2前 2.0 1

論文英語作成 1後 2.0 1

生物有機化学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

論文英語作成 1後 2.0 1

栄養・生化学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

論文英語作成 1後 2.0 1

栄養・生化学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

論文英語作成 1後 2.0 1

応用微生物学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

論文英語作成 1後 2.0 1

応用微生物学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

10 兼担 教授
ｵｵｲｼ　ﾕｳｲﾁ
大石　祐一

＜平成32年4月＞
57

博士
（農学）

865 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平18.4）

―

専2

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平19.4）

706
博士

（農芸化学）
48

ﾉｸﾞﾁ　ﾄﾓﾋﾛ
野口　智弘

＜平成32年4月＞
教授

708
博士

（農芸化学）
45

ﾂｼﾞｲ　ﾖｼﾏｻ
辻井　良政

＜平成32年4月＞
教授

専3

別記様式第３号（その２の１）

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

（応用生物科学研究科　農芸化学専攻　博士後期課程）

教 員 の 氏 名 等

配当
年次

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

職位
現　職

（就任年月）

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平28.4）

902農学博士62
ｲｷﾞﾐ　ｼｽﾞﾉﾌﾞ
五十君　静信

＜平成32年4月＞
教授専1

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平26.4）

専 准教授
ｶｼﾞｶﾜ　ｱｷﾉﾌﾞ
梶川　揚申

＜平成32年4月＞
42

博士
（獣医学）

621

7

8

9

専 准教授

専 准教授

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平30.4）

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
准教授

（平24.9）

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平14.4）

５日

ｲﾉｳｴ　ｼﾞｭﾝ
井上　順

＜平成32年4月＞
48

博士
（薬学）

704

ﾖｺﾀ　ｹﾝｼﾞ
横田　健治

＜平成32年4月＞
48

博士
（農学）

684

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平13.4）

824
博士

（農学）
52

ﾋｸﾞﾁ　ｷｮｳｺ
樋口　恭子

＜平成32年4月＞
教授専4

ﾏﾂｼﾏ　ﾖｼﾀｶ
松島　芳隆

＜平成32年4月＞
教授専5

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平12.4）

838
博士

（農芸化学）
54

ﾔﾏﾓﾄ　ﾕｳｼﾞ
山本　祐司

＜平成32年4月＞
教授専6

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平26.4）

810
博士

（農学）
52

13



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

担当
単位数

年間
開講数

年齢
月額

基本給
（千円）

配当
年次

調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

職位
現　職

（就任年月）

11 兼担 教授
ﾊｯﾄﾘ　ｶｽﾞｵ
服部　一夫

＜平成32年4月＞
49

博士
（農学）

777 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平16.4）

―

12 兼担 教授
ﾏｴﾊｼ　ｹﾝｼﾞ
前橋　健二

＜平成32年4月＞
50

博士
（農芸化学）

777 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（平12.4）

―

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

醸造微生物学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

微生物工学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

醸造環境科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

酒類生産科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.4 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

調味食品科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

発酵食品化学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

醸造環境科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

酒類生産科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

酒類生産科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

（応用生物科学研究科　醸造学専攻　博士後期課程）

教 員 の 氏 名 等

職位
現　職

（就任年月）
調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

配当
年次

博士
（生物工学）

838

4 専

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（平4.4）

５日

3 専 教授
ﾌｼﾞﾓﾄ　ﾅｵｼ
藤本　尚志

＜平成32年4月＞
51

博士
（工学）

824

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（平9.4）

５日

2 専 教授
ﾄｸﾀﾞ　ﾋﾛﾊﾙ
徳田　宏晴

＜平成32年4月＞
55

5 専 教授
ﾏｴﾊｼ　ｹﾝｼﾞ
前橋　健二

＜平成32年4月＞
50

博士
（農芸化学）

777

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（平12.4）

５日

44
博士

（工学）
661

東京農業大学
応用生物科学部

醸造科学科
准教授

（平19.4）

５日

607

895

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（昭61.4）

博士
（農芸化学）

704

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平15.4）

５日

博士
（農学）

10

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平24.4）

５日

7 専 准教授
ｵｵﾆｼ　ｱｷﾋﾛ
大西　章博

＜平成32年4月＞
43

博士
（生物環境調

節学）
661

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平17.4）

５日

8 専 准教授
ｶｽﾞｵｶ　ﾀｶﾕｷ
数岡　孝幸

＜平成32年4月＞

専 准教授
ﾄｸｵｶ　ﾏｻﾌﾐ
徳岡　昌文

＜平成32年4月＞

博士
（醸造学）

738

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平6.4）

５日

42

教授
ｶﾄﾞｸﾗ　ﾄｼﾓﾘ
門倉　利守

＜平成32年4月＞
55

博士
（醸造学）

760

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平4.4）

５日

9 専 准教授
ｼﾝﾄﾞｳ　ﾋﾄｼ
進藤　斉

＜平成32年4月＞
52

1 専

５日6 専 准教授
ｲｼｶﾜ　ﾓﾘｵ
石川　森夫

＜平成32年4月＞
48

教授
ﾎｻｶ　ﾏｻﾙ
穂坂　賢

＜平成32年4月＞
61

博士
(生物産業学）

15



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

職位
現　職

（就任年月）
調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

配当
年次

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション 2後 2.0 1

醸造微生物学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

12 兼担 教授
ｵｵｲｼ　ﾕｳｲﾁ
大石　祐一

＜平成32年4月＞
57

博士
（農学）

865 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平18.4）

―

13 兼担 教授
ﾊｯﾄﾘ　ｶｽﾞｵ
服部　一夫

＜平成32年4月＞
49

博士
（農学）

777 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平16.4）

―

14 兼担 教授
ﾏﾂｼﾏ　ﾖｼﾀｶ
松島　芳隆

＜平成32年4月＞
52

博士
（農学）

810 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平26.4）

―

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

11 専 准教授
ﾅｶﾔﾏ　ｼｭﾝｲﾁ
中山　俊一

＜平成32年4月＞
41

博士
（農学）

635

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

准教授
（平20.4）

５日

16



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.2 1

食品開発学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.1 1

生理活性物質学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.1 1

生理機能学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.4 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.7 1

生体環境解析学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.2 1

生理機能学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.1 1

ケミカルトキシコロジー特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.1 1

リスク評価学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.1 1

生体分析科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.1 1

リスク評価学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.1 1

生体分析科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

英語によるプレゼンテーション※ 2前 0.2 1

生体環境解析学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

教授専9 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平28.4）

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
准教授

（平26.4）

713
博士

（農学）
49

ｲﾜﾂｷ　ｹﾝ
岩槻　健

＜平成32年4月＞
准教授専11

准教授専10

746
博士

（医学）
53

５日

ﾐﾔｼﾞﾏ　ｶﾂﾋﾛ
美谷島　克宏

＜平成32年4月＞

５日

東京農業大学
応用生物科学部

准教授
（平30.4）

695
博士

（農学）
46

ｲｲｼﾞﾏ　ﾏｽﾐ
飯嶋　益巳

＜平成32年4月＞

8 専 教授
ﾅｶﾔﾏ　ﾂﾄﾑ
中山　勉

＜平成32年4月＞

教授専5

専 教授
ﾄﾐｻﾞﾜ　ﾓﾄﾋﾛ
冨澤　元博

＜平成32年4月＞

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平26.4）

760
博士

（医学）
51

ﾀｶﾊｼ　ﾉﾌﾞﾕｷ
高橋　信之

＜平成32年4月＞

6

65 農学博士 575

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平30.4）

４日

7 専 教授
ﾅｶｴ　ﾀﾞｲ
中江　大

＜平成32年4月＞
62 医学博士 902

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平27.4）

ｳｴﾊﾗ　ﾏﾘｺ
上原　万里子

＜平成32年4月＞
59

2 専 教授
ｱﾍﾞ　ﾅｵｷ

阿部　尚樹
＜平成32年4月＞

58
博士

（農学）
878

農学博士 895

54
博士

（農芸化
学）

838

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平25.4）

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（昭63.4）

５日

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

（応用生物科学研究科　食品安全健康学専攻　博士後期課程　）

教 員 の 氏 名 等

職位
現　職

（就任年月）
調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

配当
年次

1 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平5.4）

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平18.4）

865
博士

（農学）
57

ｵｵｲｼ　ﾕｳｲﾁ
大石　祐一

＜平成32年4月＞
教授専4

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平14.4）

５日

851
博士

（農芸化
学）

55
ｱｸｻﾞﾜ　ｻﾕﾘ

阿久澤　さゆり
＜平成32年4月＞

教授専

3 専 教授

17



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

職位
現　職

（就任年月）
調書
番号

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

配当
年次

インターンシップ 2前 2.0 1

生理活性物質学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

食品開発学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

14 兼担 教授
ﾊｯﾄﾘ　ｶｽﾞｵ
服部　一夫

＜平成32年4月＞
49

博士
（農学）

777 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平16.4）

―

15 兼担 教授
ﾏｴﾊｼ　ｹﾝｼﾞ
前橋　健二

＜平成32年4月＞
50

博士
（農芸化
学）

777 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（平12.4）

―

16 兼担 教授
ﾏﾂｼﾏ　ﾖｼﾀｶ
松島　芳隆

＜平成32年4月＞
52

博士
（農学）

810 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平26.4）

―

准教授専13 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
准教授

（平21.10）

635
博士

（農学）
40

ﾀﾑﾗ　ﾄﾓｺ
田村　倫子

＜平成32年4月＞

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
准教授

（平15.10）

695
博士

（薬学）
47

ｵﾉｾ　ｼﾞｭﾝｲﾁ
小野瀬　淳一

＜平成32年4月＞
准教授専12

18



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

食品生化学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

調理科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

フードシステム管理学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.4 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

食品生化学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

保健栄養学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

臨床栄養学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

栄養生理学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

調理科学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

栄養生理学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

保健栄養学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

1 専 教授
ｺﾆｼ　ﾖｼｺ

小西　良子
＜平成32年4月＞

65 農学博士 466

麻布大学大学院
環境保健学研究科
食品健康科学分野

教授
（平25.4）

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
准教授

（平18.10）

専

621

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平19.4）

博士
（医学）

838

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平4.4）

専

6 専 教授
ﾎﾝﾏ　ｶｽﾞﾋﾛ
本間　和宏

＜平成32年4月＞
61

5 専

教授

2 専 教授
ｽｽﾞﾉ　ﾋﾛｺ
鈴野　弘子

＜平成32年4月＞
54

博士
（農芸化学）

824 ５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平4.4）

10 専 准教授

760

3

4

４日

博士
（農学）

794

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平31.4）

５日
ﾋﾀﾞ　ｱｽﾞﾐ

日田　安寿美
＜平成32年4月＞

50

7 専 教授
ﾏﾂｻﾞｷ　ﾋﾛｼ
松﨑　広志

＜平成32年4月＞
50

博士
（生物環境調

節学）
794

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平12.4）

607

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
准教授

（平20.10）

５日

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

（応用生物科学研究科　食品栄養学専攻　博士後期課程）

教 員 の 氏 名 等

配当
年次

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

職位
現　職

（就任年月）
調書
番号

9 専 准教授
ｶﾂﾏﾀ　ｼﾝｲﾁ

勝間田　真一
＜平成32年4月＞

43

45
ｲｹﾀﾞ　ﾏｻﾖ
池田　昌代

＜平成32年4月＞
准教授専8

博士
（保健学）

博士
（農芸化学）

博士
（医学）

ﾀﾀﾞ　ﾕｷ
多田　由紀

＜平成32年4月＞
41

５日教授
ﾀｶﾊｼ　ｺｳｻｸ
高橋　公咲

＜平成32年4月＞
52

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
准教授

（平18.10）

661
博士

（学術）

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
教授

（平16.4）

５日
博士

（農学）
777

５日

５日

ﾊｯﾄﾘ　ｶｽﾞｵ
服部　一夫

＜平成32年4月＞
49

教授

19



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

配当
年次

担当授業科目の名称
専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

職位
現　職

（就任年月）
調書
番号

インターンシップ 2前 2.0 1

研究計画策定法 1前 2.0 1

臨床栄養学後期特論 1前 2.0 1

特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1

特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1

特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

12 兼担 教授

ｵｵｲｼ　ﾕｳｲﾁ
大石　祐一

＜平成32年4月＞
57

博士
（農学）

865 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

食品安全健康学専攻
教授

（平18.4）

―

13 兼担 教授

ﾏｴﾊｼ　ｹﾝｼﾞ
前橋　健二

＜平成32年4月＞
50

博士
（農芸化学）

777 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科
醸造学専攻

教授
（平12.4）

―

14 兼担 教授

ﾏﾂｼﾏ　ﾖｼﾀｶ
松島　芳隆

＜平成32年4月＞
52

博士
（農学）

810 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

農芸化学専攻
教授

（平26.4）

―

５日11 専 准教授
ﾜｶﾅ　ﾉﾘｱｷ
若菜　宣明

＜平成32年4月＞
41

博士
（栄養学）

607

東京農業大学大学院
農学研究科

食品栄養学専攻
准教授

（平20.4）

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

20



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 １　人 ４　人 １　人 １　人 １　人 ８　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ３　人 ２　人 人 人 人 ５　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ４　人 ６　人 １　人 １　人 １　人 １３　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況
農芸化学専攻（Ｍ）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師

1



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 ４　人 １　人 人 人 ５　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ４　人 ２　人 人 人 人 ６　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ２　人 人 人 人 人 ２　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ６　人 ６　人 １　人 人 人 １３　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況
醸造学専攻（Ｍ）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師

2



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 ４　人 ３　人 １　人 人 ８　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ３　人 １　人 人 人 人 ４　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ３　人 ５　人 ３　人 １　人 人 １２　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況
食品安全健康学専攻（Ｍ）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師

3



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 ５　人 １　人 １　人 人 ７　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ４　人 人 人 人 人 ４　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ４　人 ５　人 １　人 １　人 人 １１　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況
食品栄養学専攻（Ｍ）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師

4



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 １　人 ４　人 人 １　人 人 ６　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 １　人 ２　人 人 人 人 ３　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ２　人 ６　人 人 １　人 人 ９　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況
農芸化学専攻（Ｄ）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 ４　人 １　人 人 人 ５　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ４　人 ２　人 人 人 人 ６　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ４　人 ６　人 １　人 人 人 １１　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況
醸造学専攻（Ｄ）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 ４　人 ３　人 ２　人 人 ９　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ２　人 ２　人 人 人 人 ４　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ２　人 ６　人 ３　人 ２　人 人 １３　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況
食品安全健康学専攻（Ｄ）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 ５　人 １　人 １　人 人 ７　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ４　人 人 人 人 人 ４　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ４　人 ５　人 １　人 １　人 人 １１　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況
食品栄養学専攻（Ｄ）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師
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